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背景



少⼦⾼齢化 疾病構造の変化

健康の増進

健康⽇本２１（第２次）
→⾝体活動の促進



＜身体活動・運動の改善の目標＞

⽇常⽣活における歩数 運動習慣者の割合
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⾝体活動

厚⽣労働省（2013）

・運動

・⽣活活動
（⽇常⽣活における労働、家事、通勤・通学などの活動）

（体⼒の維持・向上を⽬的として計画的・意図的
に実施し、継続性のある活動）



ポスターによって生活活動を促進

階段の利⽤ →幅広い世代・⽣活形態の⼈が⾏う⽣活活動



啓蒙型

情報提供型

利用者参加型

＜3つに分類したポスターの内容＞

…シンプルな⽂⾔のみを載せたポスター

…情報を提供する⽂⾔を載せたポスター

…利⽤者を参加させる事で階段利⽤を
促すポスター



目的

啓蒙型、情報提供型、利⽤者参加型の3つのポス
ターを作成し、T⼤学学群⽣を対象にそれらのポス
ターを⽤いた⾏動変容に関する調査と、より効果的
なポスターに関する内省調査の2つを実施し、実践
的で効果的であるポスターについて検討することを
⽬的とした。



⽅法



調査概要：エレベータと階段が隣接された場所にポスターを掲⽰し、
調査対象者がどちらを利⽤したかを調査する。その後、
なぜ利⽤したかなどを調査⽤紙を⽤いて調査する。

3つの分類での効果を比較

啓蒙型 情報提供型 利用者参加型



調査対象者：T⼤学学群⽣26名（20.9±1.4歳：男性22名、⼥性4名）

実施場所：T⼤学中央体育館体操場、体育科学系A棟階段・エレベータ、
体操コーチング論研究室

調査期間：2020年11⽉4⽇〜11⽉16⽇



ポスター①（啓蒙型） ポスター②（情報提供型） ポスター③（利用者参加型）

※無作為に分類

調査対象者：９名 調査対象者：８名 調査対象者：９名



＜ポスター掲示場所＞



調査⼿順 調査対象者を体操場に集めて、仮の研究＊を
伝えて実施。記録者の４階での待機が完了し
たら、１名ずつ体操場から４階にある体操
コーチング論研究室に移動してもらう。

調査対象者の⾏動をモニタリング・記録

研究室にて調査⽤紙に記⼊



結果及び考察



ポスターの把握について

24

0

0

1

1

当てはまらない

やや当てはまらない

どちらとも⾔えない

やや当てはまる

当てはまる

0 13 26

⾃動ドア

26

0

0

0

0

当てはまらない

やや当てはまらない

どちらとも⾔えない

やや当てはまる

当てはまる

0 13 26

掲⽰板

19

0

0

1

6

当てはまらない

やや当てはまらない

どちらとも⾔えない

やや当てはまる

当てはまる

0 13 26

エレベータ前

23

0

0

1

2

0 13 26

当てはまらない

やや当てはまらない

どちらとも⾔えない

やや当てはまる

当てはまる

階段前

＜掲⽰したポスターを⾒たか＞

６２％

全てのポスターを⾒
ずに通過
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ポスターの階段利用促進効果

ポスターを⾒て階段を利⽤した者のうち、
ポスターがエレベータ利⽤から階段利⽤
への⾏動変容を促した⼈数

ポスター①

ポスター②

ポスター③

＜ポスター把握と階段利⽤＞

１名（４％）

１名（４％）

０名（０％）



内省調査

ポスター③
46%

ポスター②
39%

ポスター①
15%

3つのポスターのうち最も効果的であると思うポスターについて



内省調査

＜どのような時に階段を利⽤するか＞

事例 回答数（割合）
エレベータが混雑している
急いでいる
階段の⽅が早い

17件(45％)

階数が近い 11件(29%)
元気な時
疲れていない時

6件(16%)

荷物が軽い時 1件(3%)

１⼈の時 1件(3%)

先に階段が⽬についた時 1件(3%)

運動不⾜を感じた時 1件(3%)

エレベータの混雑状況や登る階数、利用者の疲労状態が階段を使うかの判断に強く関連



結論



６２％ の⼈がポスターを⾒ずに通過

＜ポスターの認知について＞

掲⽰場所、ポスターのサイズや⾊などの⼯夫が必要



ポスターを⾒て階段を利⽤した者のうち、
ポスターがエレベータ利⽤から階段利⽤
への⾏動変容を促した⼈数

１名（４％）

１名（４％）

０名（０％）

啓蒙型

情報提供型

利⽤者参加型

階段利用促進の効果において、
分類ごとの大きな差異は認め
られなかった。

＜ポスターの効果＞



＜内省調査＞

３つの分類のうち最も効果が⾼いと思うポスター

１５％

４６％

３８％

シンプルな文言のみのポスターよりも、情
報を載せたものやクイズなど、利用者の興
味を引く工夫がなされたポスターの方が、
利用者が階段利用に誘発されやすい

啓蒙型

情報提供型

利⽤者参加型



＜まとめ＞

ポスターを注⽬される場所に掲⽰すること、ポスターに利⽤者の
興味・関⼼を引くための⼯夫を取り⼊れることが、階段利⽤促進に
⼤きな効果を持つ可能性が推察された。
ポスターによる⽣活活動促進を実践するにあたって、本調査で得ら
れた知⾒を⽣かしたり、さらなるアイデアを反映させたりする必要
があると考えられた。
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